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P.4注目事業はこれだ！

P.2予算80億を突破

アポなしインタビュー P.24

P.9ここを う町
政 問

「コナン君はどこだ」
由良こども園　かぜ組　ほし組



平成27年度
一般会計

80億2200万円
歳 出

民生費
29.3％

総務費
13.7％

公債費
（借金返済）

12.2％

土木費
13.4％

衛生費
7.5％

教育費
12.0％

議会費 1.3％

消防費 3.7％

農林水産業費
6.1％

予備費 0.1％

商工費 0.7％

【
反
対
討
論
】

�

長
谷
川
昭
二

　

関
連
事
業
も
含
め
合
併
記

念
事
業
に
総
額
１
４
０
０
万

円
も
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
不
必
要
な
大
型
公

共
事
業
の
推
進
で
あ
る
山
陰

縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
整
備
推

進
負
担
金
な
ど
の
予
算
計
上

が
あ
る
こ
と
、
保
育
士
の
臨

時
職
員
雇
用
の
常
態
化
、
調

理
従
事
者
を
低
い
雇
用
待
遇

に
追
い
や
っ
て
い
る
学
校
給

食
調
理
部
門
の
民
営
化
な
ど

に
よ
り
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

�

津
川
俊
仁

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

施
行
に
伴
う
関
連
予
算
が
組

ま
れ
、
そ
の
対
策
に
福
祉
事

務
所
を
中
心
に
真
摯
に
取
組

む
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。
ま

た
、
庁
舎
内
の
エ
レ
べ
ー

タ
ー
設
置
費
用
や
老
朽
化
が

進
ん
だ
由
良
宿
団
地
建
替
設

計
費
用
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。

�

浜
本
武
代

　

北
栄
町
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
合
併

10
周
年
の
年
に
記
念
式
典
や

町
民
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め

の
す
い
か
・
な
が
い
も
健
康

マ
ラ
ソ
ン
、
砂
丘
ま
つ
り
、

美
術
展
な
ど
に
新
規
事
業
を

加
え
た
予
算
に
な
っ
て
い
る
。

斉
尾
智
弘

　

教
育
費
の
前
年
比
３
億
４

３
０
０
万
円
増
は
評
価
で
き

る
。
本
予
算
は
未
来
の
子
ど

も
に
残
す
べ
き
大
切
な
も
の

（
産
業
・
教
育
・
環
境
・
福

祉
・
子
育
て
・
文
化
）
に
積

極
的
に
取
り
組
む
予
算
と

な
っ
て
い
る
。

【
反
対
議
員
】

長
谷
川

【
賛
成
議
員
】

浜
本
・
田
中
・
池
田
・
山
下

前
田
・
森
本
・
宮
本
・
町
田

斉
尾
・
阪
本
・
油
本
・
飯
田

津
川

予
算
案
に
賛
否
あ
り

可
決

23

200億

250億

0
24 25 26

（H26年度末）

22,038

23,564

22,698
22,497

町全体の借金残高

23

28億

30億

32億

0
24 25 26

（H26年度末）

2,899

3,013

3,1303,120

町全体の基金残高

24

9億

11億

10億

0
25 26 27

（H27年度当初）

1,075 1,081

975
990

一般会計 公債費（借金返済）

24

2億

4億

6億

8億

10億

0
25 26 27

（H27年度当初）

886 855

681

345

一般会計　町債（借金）

町税 16.5％

町債 8.5％
（借金）　　　

国庫支出金
10.9％

県支出金
7.5％

地方交付税
44.5％

80億2200万円
歳 入

譲与税・交付金
4.6％

その他
0.8％

繰入金
2.2％

諸収入
2.6％

分担金
負担金
1.3％

依
存

財

源　76.0％

自主財源　24.0％

寄付金
1.3％

※単位は百万円

一般会計予算
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予算予算予算

質 疑 あ れこれ
　
　
　
津
川
　
俊
仁

　

歳
入
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
1
億
円

と
見
込
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
対

策
は
。

　
　
　
手
嶋
総
務
課
長

　
商
品
を
増
や
し
た
り
、
年
間
を
通
し

た
商
品
の
提
供
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
商

品
の
提
供
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
飯
田
　
正
征

　

合
併
10
周
年
事
業
と
し
て
い
ろ
い
ろ

予
算
化
し
て
あ
る
が
、
本
当
に
必
要
な

事
業
か
。

　
　
　
手
嶋
総
務
課
長

　
内
外
の
人
に
、一
つ
の
節
目
と
し
て
、

北
栄
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　
　
　
長
谷
川
昭
二

　

合
併
10
周
年
事
業
で
、
町
民
に
対
し

て
何
か
記
念
に
な
る
も
の
を
配
布
す
る

考
え
は
。

　
　
　
谷
口
政
策
企
画
課
長

　
式
典
参
加
者
に
は
、
町
勢
要
覧
な
ど

の
配
布
を
考
え
て
い
る
が
、
全
戸
配
布

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
津
川
　
俊
仁

　

大
栄
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
10
月
の
合
併

記
念
式
典
に
間
に
合
わ
せ
て
は
。

　
　
　
手
嶋
総
務
課
長

　
4
月
に
設
計
に
入
り
、
式
典
ま
で
の

完
成
を
目
標
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　
宮
本
　
幸
美

　

北
条
砂
丘
農
業
活
性
化
支
援
費
に
あ

る
、
情
報
発
信
事
業
は
何
か
。

　
　
　
手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
〝
ぐ
る
な
び
〟

に
登
録
す
る
。
自
治
体
が
〝
ぐ
る
な
び
〟

に
加
入
す
る
の
は
日
本
で
は
じ
め
て
の

こ
と
。
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
た
い
。

問答問答問答

問答問答

80億円
　３月９日から20日まで、３月定例議会が開かれました。平成27年度予算12件や条例20件、補正予算８件、
議会発議案件３件、その他６件の合計49議案と５件の請願・陳情審査が行われました。その結果49議案は、すべ
て原案どおり可決されました。
　一般会計予算は、大型事業や町制合併10周年記念事業を盛り込んだため、前年度比11.3％増の80億2200万
円の積極型予算となりました。

　歳入では、町の借金である町債が、大型事業に伴い前年度比97.1％増の６億8160万円と大幅アップ、次いで
国庫支出金が前年度比25.3％増の８億7735万円などです。歳出では、過去の町債の償還に充てられる公債費が、
前年度比△1.6％、△1561万円と、借金返済が順調にすすめられています。

突破を

ふるさと納税のお礼の品（人気のねばりっこ）



平成27年度一般会計予算に組み込まれた事業を取り上げました。
注目事業はこれだ

由良宿団地建替えのため基本設計・第１期実施設計
　【概要】�３階建て　３棟全60戸、駐車場、�

駐輪場、物置、ごみ置場、集会所を併設

町営住宅の建替設計
� 7800万円
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昭和40年設置で老朽化した50mプールを25ｍ
に改築。今シーズン終了後に着工

大栄中学校プールを改築� １億7300万円

出納室付近に設置

記念式典のほか、町勢要覧の作成やプロ
ジェクションマッピング、北栄文

化回廊等実施

大栄庁舎にエレベーター
� 2800万円

合併10周年記念� 1100万円

避難所にもなっているため、建物の耐震
改修やバリアフリー化等

大栄体育館の大規模改修
� １億5100万円

賛
否
あ
り

農業機械導入等支援
� 1260万円　

長芋掘取機・らっきょう植付機等

①�

被
保
険
者
の
負
担
能
力
を
超
え
た
保
険

料
で
あ
り
、
さ
ら
に
負
担
軽
減
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

②�

保
険
料
据
え
置
き
と
多
段
階
化
は
進
ん

だ
が
、
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

施
策
が
不
十
分
。

③�

高
齢
者
を
差
別
し
、
際
限
の
な
い
負
担

増
を
お
し
つ
け
る
こ
の
医
療
制
度
の
廃

止
を
求
め
る
。

④�

合
併
後
、
二
度
に
わ
た
る
値
上
げ
が
さ

れ
、
県
内
で
も
重
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

⑤�　

④
と
同
じ

⑥�　

④
と
同
じ

反
対
討
論
　
長
谷
川
　
昭
二

浜
本
・
田
中
・
池
田

山
下
・
前
田
・
森
本

宮
本
・
町
田
・
斉
尾

阪
本
・
油
本
・
飯
田

津
川 賛

成
議
員

長
谷
川

反
対
議
員

　
①
国
民
健
康
保
険

　
②
介
護
保
険

　
③
後
期
高
齢
者
医
療

　
④
下
水
道

　
⑤
農
業
集
落
排
水

　
⑥
合
併
処
理
浄
化
槽

平
成
27
年
度
特
別
会
計
予
算

　

そ
の
他
の
平
成
27
年
度
特
別
会
計
５
議
案

は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大栄健康増進センターに、約30kWの太陽光発電設
備を設置。売電収入の一部は、太陽光発電シ
ステムが設置できない自治会に対し交付

公共施設に太陽光発電
� 3100万円

可
決



３　　月
定例議会議 案 審 議 結 果
平
成
27
年
度
当
初
予
算

▶一般会計� （80億2200万円） 賛成13：反対1

▶国民健康保険特別会計� （21億3012万円） 賛成13：反対1

▶介護保険特別会計� （16億179万円） 賛成13：反対1

▶住宅新築資金等貸付特別会計� （717万円） 全会一致

▶下水道特別会計� （12億6133万円） 賛成13：反対1

▶農業集落排水特別会計� （1743万円） 賛成13：反対1

▶風力発電特別会計� （５億3066万円） 全会一致

▶栄財産区特別会計� （56万円） 全会一致

▶合併処理浄化槽特別会計� （635万円） 賛成13：反対1

▶大栄歴史文化学習館特別会計� （5299万円） 全会一致

▶後期高齢者医療特別会計� （１億5028万円） 賛成13：反対1

▶水道会計� （４億5579万円） 全会一致

条
　
　
例

▶附属機関条例の制定 全会一致

▶いじめ問題調査委員会等設置条例 全会一致

▶�地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員等に関する基準を定め
る条例 全会一致

▶�指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例 全会一致

▶鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例 全会一致

▶おためし住宅の設置及び管理に関する条例 全会一致

▶特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正 全会一致

▶�地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例 全会一致

▶光ファイバーネットワーク施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 全会一致

▶防災行政無線連絡施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 全会一致

▶行政手続条例の一部を改正する条例 全会一致

▶特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例等の一部改正 全会一致

▶職員の給与に関する条例の一部改正 全会一致

▶税条例の一部改正� （地方税法改正によるもの） 全会一致

▶認定こども園設置条例の一部改正 全会一致

▶児童館の設置及び管理に関する条例の一部改正 全会一致

▶隣保館の設置及び管理に関する条例の一部改正 全会一致

▶介護予防事業・介護保険地域支援事業手数料の徴収に関する条例の一部改正 全会一致

▶介護保険条例の一部改正 全会一致

▶健康福祉センター等の設置及び管理に関する条例等の一部改正 全会一致

平
成
26
年
度
補
正
予
算

▶一般会計補正予算（第９号）� （事業確定等▲１億913万円） 全会一致

▶国民健康保険特別会計補正予算（第３号）� （医療費拠出金▲2384万円） 全会一致

▶介護保険特別会計補正予算（第３号）� （基金積立増・予備費減） 全会一致

▶下水道特別会計補正予算（第６号）� （工事請負費▲635万円） 全会一致

▶風力発電特別会計補正予算（第３号）� （修繕費等964万円） 全会一致

▶栄財産区特別会計補正予算（第１号）� （基金積立17万円） 全会一致

▶大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第３号）� （繰出金減等） 全会一致

▶後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）� （給付金▲635万円） 全会一致

そ
の
他

▶第６期北栄町介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定 全会一致

▶倉吉市との間における定住自立圏形成協定の変更� （協定項目追加） 全会一致

▶財産の無償譲渡� （北条文化会館を大野自治会へ） 全会一致

▶損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定� （電気機器故障） 全会一致

▶子ども・子育て支援事業計画の策定� 全会一致

▶損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定� （スクールバス対物事故） 全会一致

発委第１号 　北栄町議会委員会条例の一部改正� 全会一致

★�「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」と併せ、地方自治法第121条が改正されたこ
とから、北栄町議会委員会条例第19条を改正するもの。

発委第２号 　北栄町議会基本条例の一部改正� 全会一致

★�第６期北栄町介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定並びに子ども・子育て支援事業計画の策定に伴い、名称を
変更するもの。

発委第３号 　「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制定を求める意見書の提出� 全会一致
★�「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制定を国に要望するもの。

質 疑 あ れこれ

　
　
　

田
中
　
精
一

　
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
等
設
置
条
例

だ
が
、
法
律
で
は
、
検
証
委
員
会
が
動
く

と
、
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
条
例
に
、
議
会
に
報
告
す
る
条
文
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

手
嶋
総
務
課
長

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
30
条
第
３

項
に
議
会
へ
の
報
告
義
務
が
載
っ
て
い

る
。
法
律
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。

問答

いじめ問題アンケート

条
　
例
　
等
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平成27年5月 6議会だより北栄 36号

2015年5月7



請願・陳情件名 請願・陳情者名 採決 委員会の意見（主旨）

「治安維持法犠牲者国家賠償法」
の制定を求める意見書提出の請願

治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟
鳥取県本部

会長　保田　睦美

採　択
全会一致

この法の犠牲となった方へ、謝罪
と賠償を行うことは当然である。
　→政府・国会に意見書を提出

年金削減の取りやめと最低保障
年金制度の実現を求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部中部支部長　平井　隆

不採択
賛成６：反対7

財源の確保がない。年金を支える
現役世代の負担が重くなる。

中学校で使用する歴史・公民教
科書の採択基準に関する陳情

教育を考える鳥取県民の会
　会長　河合　鎮徳

不採択
賛成１：反対12

現行の教科書採択基準で、問題は
ないと考えている。

教科書採択改善のために、総合
教育会議（設置）の準備に関す
る陳情

教育を考える鳥取県民の会
　会長　河合　鎮徳

不採択
全会一致

総合教育会議が設置され、教科書
採択についても十分な協議がおこ
なわれるため。

地方自治法第124条以下及び国
会法第79条以下並びに請願法に
ついて、日本国憲法第16条の請
願権規定の趣旨に合致する形で
の改正を求める意見書の提出を
求める陳情

足羽　佑太 不採択
賛成１：反対13

北栄町議会では「陳情」について
も、「請願」と同じように処理し
ており、他議会についてはそれぞ
れで判断すべきである。

請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果

１月14日 一般会計補正予算（第７号）� （光ケーブル線支障移転等120万円） 全会一致

２月13日

一般会計補正予算（第８号）� （生活支援事業・地方創生先行事業等１億4990万円） 全会一致

下水道特別会計補正予算（第５号）� （マンホールポンプ更新302万円） 全会一致

大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第２号）
（青山剛昌ふるさと館のチラシやホームページの多言語対応費用140万円） 全会一致

1月と２月に臨時議会を開催

質 疑 あ れこれ

一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
８
号
）

　
　
　
津
川
　
俊
仁

　

総
額
１
億
２
千
万
円
も
の
商
品
券
の
発

行
を
、町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

町
民
へ
の
周
知
や
使
え
る
と
こ
ろ
を
増
や

す
な
ど
の
努
力
を
望
む
。

　
　
　
手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
販
売
前
か
ら
、
町
内
へ
の
周
知
を
行
っ

た
り
、
使
え
る
と
こ
ろ
や
サ
ー
ビ
ス
を
増

や
し
て
い
く
よ
う
に
、
商
工
会
と
協
議
を

し
て
い
る
。

問答

プレミアム商品券

見本

ここを う問町
政

３月定例議会では12人の議員が
27問の一般質問を行いました。

9

質問分野 質　　問　　事　　項 質 問 者 ページ

地方創生

地方創生の取り組み 飯田　正征 10
地方創生戦略の推進 斉尾　智弘 10
地方創生と運転免許試験場跡地の有効利用 山下　昭夫 11
地方創生（まち、ひと、しごと）事業の取り組みと
町長の政治姿勢 阪本　和俊 11

空き家対策
空家対策特別措置法の運用 飯田　正征 12
空き家対策 長谷川昭二 12

政治・政策

町長の政治姿勢 池田　捷昭 13
税金等の値上げの可否 池田　捷昭 13
平成の大合併から10年、北栄町の財務体質と行財
政改革 山下　昭夫 14

高すぎる国保税の引き下げ 長谷川昭二 14

福祉

高齢者の福祉施策 町田　貴子 15
生活困窮者自立支援法 津川　俊仁 15
第６期北栄町介護保険事業計画・高齢者福祉計画（素案） 浜本　武代 16
認知症対策と地球温暖化対策にこだわる町長の政治姿勢 阪本　和俊 16

農業・産業

米価格下落による農家の支援 飯田　正征 17
農地に設置されたソーラーパネル 津川　俊仁 17
ジビエ振興と狩猟免許 斉尾　智弘 18
観光産業の活性化 油本　朋也 18

庁舎統合・
移住

庁舎統合 池田　捷昭 19
移住者のアフターケアを 森本真理子 19

教育・監査
鳥取中央育英高等学校との「地域探究の時間」推進 町田　貴子 20
監査指摘 阪本　和俊 20

生活・環境

生活道路の管理 田中　精一 21
河川・水路の管理 田中　精一 21
由良宿団地の建て替え問題と町営住宅問題 津川　俊仁 22
動物愛護 斉尾　智弘 22
コナン通りの両側をきれいに 浜本　武代 23

町
政
こ
こ
を
問
う
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町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

地
方
創
生
戦
略

カ
ギ
は
戦
略
の
推
進

町
長

推
進
会
議
を
設
置

　
　
　
　
　
　

地
方
創
生

推
進
の
カ

ギ
と
な
る
５
点
に
つ
い
て

伺
う
。

❶
戦
略
を
立
て
る
た
め
の

人
材
の
確
保

❷
周
辺
市
町
と
の
連
携

❸
地
方
移
住
の
推
進

❹
地
場
産
業
の
競
争
力
強

化
や
企
業
誘
致
へ
の
取
り

組
み

❺
結
婚
支
援

斉
尾

斉尾　智弘

　
　
　
　
　
　

❶
「
地
方
創

生
推
進
会

議
」を
設
置
し
た
。メ
ン
バ
ー

は
住
民
を
は
じ
め
産・官・学・

金
・
労
・
言
な
ど
で
、
委
員

長
は
鳥
取
中
央
育
英
高
校
の

校
長
に
お
願
い
し
て
い
る
。

❷
市
町
村
の
独
自
性
が
競
わ

れ
る
が
、
広
域
連
携
が
必
要

と
な
る
も
の
は
、
十
分
に
調

整
し
な
が
ら
反
映
し
た
い
。

❸
余
り
十
分
と
は
言
え
な

い
。「
移
住
奨
励
金
」「
移
住

者
家
賃
補
助
金
」
さ
ら
に
空

き
家
の
活
用
と
併
せ
て
推
進

町
長

　
　
　
　
　
　

国
・
県
の

総
合
戦
略

を
勘
案
し
て
市
町
村
ご
と

に
総
合
戦
略
を
立
て
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
が
、

本
町
の
戦
略
は
。

　

課
長
以
上
で
協
議
し
、

策
定
委
員
会
で
検
討
を
行

う
た
め
、
町
内
外
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
る

が
、
応
募
は
あ
っ
た
か
。

　

町
民
、
町
職
員
な
ど
多

く
の
人
が
関
わ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
等
を
立
ち
上
げ
、

具
体
策
の
提
言
を
総
合
戦

略
に
活
か
し
て
は
。

飯
田

　
　
　
　
　
　

戦
略
は
農

業
、
観
光
、

環
境
、
雇
用
、
子
育
て
、
移

住
定
住
な
ど
を
柱
に
す
る
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
4

件
。
ま
だ
募
集
中
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

昨
年
か
ら
若
い
職
員
で
や
っ

て
い
る
。
今
後
は
庁
舎
内
外

の
人
に
よ
る「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
創
生
座
談
会
」
を

設
け
、
多
種
多
様
な
意
見
を

聞
き
町
づ
く
り
に
関
す
る
参

考
に
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

町
長

飯田　正征

し
た
い
。

❹
産
業
振
興
奨
励
条
例
に
お

い
て
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら

に
国
・
県
、
中
部
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
し

て
い
る
。

　

中
部
圏
域
と
し
て
、
本
町

の
町
民
が
誘
致
企
業
に
雇
用

さ
れ
た
場
合
、奨
励
金
を
交
付
。

❺
婚
活
事
業
を
本
年
も
実
施

し
、
広
域
連
携
も
効
果
的
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

地
方
創
生

が
動
き
出

し
、
活
性
化
に
向
け
た
計

画
づ
く
り
を
国
は
自
治
体

に
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

「
議
会
出
前
座
談
会
」
で

用
途
を
は
っ
き
り
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。
町
長
の
考
え
は
。

山
下

山下　昭夫

　
　
　
　
　
　

過
去
の
農

業
振
興
事

業
に
対
す
る
検
証
が
必

要
。「
誰
の
た
め
か
」「
何

の
た
め
か
」
行
政
は
結
果

に
も
責
任
を
持
つ
覚
悟
を

す
べ
き
。「
み
ん
な
で
や

ら
い
や
」
は
結
果
と
し
て

事
業
者
だ
け
に
負
担
が
か

か
っ
て
き
た
。
執
行
権
を

持
つ
町
長
の
基
本
計
画
に

対
す
る
姿
勢
が
見
え
て
こ

な
い
。

阪
本

地
方
創
生
と
農
業

農
業
振
興
へ
の
姿
勢

町
長

農
業
振
興
基
本
計
画
が
最
上
位

阪本　和俊

　
　
　
　
　
　

農
業
基
本
計

画
こ
そ
が
農

業
関
係
計
画
の
中
で
最
上
位

で
あ
る
。
国
も
地
方
創
生
の

成
長
戦
略
に
農
業
を
位
置
付

け
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
を
背
景
と
す
る
農
業
農

村
の
衰
退
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
。
農
業
、
農
村
の
活
性

化
こ
そ
が
重
要
課
題
で
あ

町
長

　
　
　
　
　
　

県
か
ら
返
還

さ
れ
た
際
、

一
部
観
光
客
の
た
め
の
駐
車

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

た
。
現
在
は
コ
ナ
ン
の
里
第

2
の
拠
点
と
し
、
ト
イ
レ
や

コ
ナ
ン
の
石
盤
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
設
置
や
商
工
会
が
集

合
店
舗
を
設
置
な
ど
コ
ナ
ン

通
り
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
計
画
し
推
進
し
て
き

た
。
今
後
も
地
元
町
づ
く
り

の
会
、
商
工
会
等
連
携
し
、

誘
致
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
。

町
長

る
。
基
本
目
標
で
あ
る
「
元

気
な
町
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
、農
政
を
進
め
て
い
く
。

　

農
業
振
興
に
対
す
る
政
治

姿
勢
は
「
将
来
に
わ
た
り
夢

と
希
望
が
持
て
る
農
業
の
ま

ち
北
栄
町
」
を
目
指
し
、
本

町
農
業
を
次
の
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
く
。

移住・定住PRパンフレット

出会いの広場に新設された東屋

らっきょう畑
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地方創生

地方創生の取り組み

町長 多種多様な意見を参考に
町の総合戦略は

地方創生

町長 コナンの第２拠点へ
免許場跡地の用途は



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

特
別
措
置
法

撤
去
費
用
の
支
援

町
長

県
と
一
部
を
補
助

　
　
　
　
　
　
「
空
家
等

対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
成
立
し
、
固
定
資

産
税
の
特
例
減
免
は
な
く

な
る
。
一
方
、
市
町
村
に

対
し
て
、
空
き
家
対
策
の

適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
。
本
町

の
空
き
家
対
策
条
例
の
施

行
後
の
成
果
と
見
直
し
等

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
撤
去

長
谷
川

長谷川　昭二

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
９

月
24
日
付
け

で
緊
急
性
を
要
す
る
空
き
家

４
件
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ

た
。10
月
１
日
に
は
弁
護
士
、

不
動
産
鑑
定
士
な
ど
６
名
で

構
成
す
る
「
空
き
家
対
策
審

議
会
」
を
開
催
。
平
成
27
年

２
月
16
日
付
で
新
た
に
指
導

27
件
と
前
年
９
月
に
指
導
を

町
長

　
　
　
　
　
　

北
栄
町
空

き
家
等
に

関
す
る
条
例
に
よ
り
既
に

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
推
進
状
況

と
、
空
き
家
を
固
定
資
産

税
軽
減
対
象
か
ら
外
す
、

新
し
い
特
別
措
置
法
の
取

り
組
み
、
認
定
方
法
は
。

飯
田

行
っ
た
４
件
に
つ
い
て
勧
告

を
行
っ
た
。
指
導
を
行
っ
た

中
か
ら
は
前
向
き
な
回
答
も

い
た
だ
い
て
い
る
。
見
直
し

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い

が
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
必
要
で
あ
れ
ば
そ
の

時
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

支
援
に
つ
い
て
は
、
県
と

一
緒
に
な
っ
て
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

町
が
発
展

す
る
に
は

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
目

的
、
目
標
を
明
確
に
し
、

人
材
が
噛
み
合
っ
た
う
え

で
、
諮
問
機
関
が
形
式
的

で
な
く
修
正
す
る
ぐ
ら
い

の
、
外
部
目
線
か
ら
の
人

材
登
用
の
考
え
は
な
い
か
。

池
田

池田　捷昭

　
　
　
　
　
　

全
事
業
を

見
直
し
て
、

徹
底
し
た
行
革
を
す
る
と

あ
る
が
、
財
源
不
足
の
時

は
町
民
に
負
担
を
求
め
る

と
は
余
り
に
安
易
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

ま
ず
行
革
を
何
の
た
め

に
す
る
の
か
、
説
明
責
任

が
果
た
せ
な
い
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
効
果

予
測
か
ら
始
ま
り
、
総
額

減
額
予
測
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

池
田

住
民
負
担

安
易
な
値
上
げ
で
は

町
長

徹
底
し
た
行
革

　
　
　
　
　
　

ま
ず
は
、
徹

底
し
た
行
革

を
推
進
し
、
町
民
に
負
担
を

強
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
の
は
、
そ
の
後
で
あ
り
、

こ
の
姿
勢
は
変
え
て
い
な

い
。
町
民
み
ん
な
の
生
活
を

無
視
し
、
無
責
任
に
負
担
を

町
長

　
　
　
　
　
　

諮
問
機
関
に

つ
い
て
は
、

現
在
、
自
治
基
本
条
例
、
行

政
改
革
審
議
会
、
地
方
創
生

推
進
会
議
な
ど
を
設
け
て
い

る
。
各
分
野
か
ら
見
識
あ
る

方
々
を
選
任
す
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
十
分
役
割
を
全

う
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

条
例
に
基
づ

き
現
在
ま
で

指
導
27
件
、勧
告
４
件
行
い
、

あ
る
程
度
効
果
が
出
て
い
る

と
思
う
。

「
特
定
空
家
等
」
の
認
定
は

５
月
26
日
に
示
さ
れ
る
国
か

ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考

に
審
議
会
で
助
言
を
も
ら

い
、
危
険
度
ラ
ン
ク
を
調
べ

行
政
処
分
の
基
準
を
明
確
に

し
た
い
。

　

今
後
も
庁
内
各
課
で
組
織

す
る
「
空
き
家
対
策
会
議
」

で
老
朽
危
険
空
家
等
の
除
去

を
進
め
る
検
討
を
し
た
い
。

町
長

費
用
を
出
す
こ
と
が
困
難

な
所
有
者
へ
の
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

押
し
付
け
る
こ
と
で
は
な

い
。
全
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
見
直
し
、
役
割
を
終
え

た
事
業
、
民
間
に
で
き
る
事

業
な
ど
簡
素
で
ス
リ
ム
な
行

政
を
作
り
上
げ
、
そ
の
う
え

で
、
な
お
財
源
が
不
足
す
る

場
合
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

飯田　正征

空家情報バンクに登録して有効活用を

議会だより北栄 36号
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空き家対策

特別措置法の運用

町長 国のガイドラインを参考
現状と今後の取り組み

政治・政策

諮問機関

町長 すでに各分野から選任
委員は外部登用



町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

在
宅
介
護

地
域
支
援

事
業
で
介
護
関
係
者
連
携

体
制
を
平
成
₃0
年
ま
で
に

整
備
す
る
と
あ
る
が
、
現

在
年
１
回
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
は
間
に
合

わ
な
い
。

　

認
知
症
、
高
齢
者
虐
待

の
早
期
発
見
は
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
必

要
で
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
社
協
が
連
携
し

早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

町
田

町田　貴子

　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら

生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
る
。

　

困
っ
て
い
る
人
の
把
握

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。
相
談
者
が
相
談
し
や

す
い
窓
口
を
ど
の
よ
う
に

創
る
の
か
。

津
川

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

困
っ
て
い
る
人
の
把
握
は

町
長

関
係
機
関
と
連
携

津川　俊仁

　
　
　
　
　
　

困
っ
て
い
る

人
の
把
握

は
、
中
国
電
力
、
民
生
児
童

委
員
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
さ

ら
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
体
制
を
と
り
、
定
期

的
に
情
報
交
換
を
図
る
場
を

設
け
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
広
報
活

動
を
実
施
し
、　

相
談
者
が

相
談
し
や
す
い
窓
口
に
な
る

よ
う
こ
こ
ろ
が
け
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議

の
開
催
に
よ
り
、
医
療
・
介

護
関
係
者
の
連
携
が
図
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
病
院
と
介
護
関

係
者
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を

本
町
で
構
築
す
る
こ
と
は
困

難
。「
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

運
営
を
含
め
て
中
部
医
師
会

や
近
隣
市
町
と
協
力
し
て
実

施
す
る
。

　

地
域
住
民
、
福
祉
関
係
団

体
、
医
療
等
と
の
連
携
で
、

高
齢
者
の
尊
厳
を
守
っ
て
い

く
。 町

長

委
員
長

福
祉
課
に
つ
な
げ
る

　
「
北
栄
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
」
の
利
用
者
か
ら
あ
る

相
談
に
つ
い
て
は
生
活
困
窮

な
ど
に
起
因
す
る
も
の
は
福

祉
課
に
つ
な
げ
て
い
く
。

教
育
委
員
長

議会だより北栄 36号
2015年5月15

福祉

高齢者福祉施策

町長 近隣市町等と協力
支援のネットワークづくり

町
政
こ
こ
を
問
う

国
保
税

国
財
源
で
引
き
下
げ

町
長

繰
入
の
解
消
に
充
て
る

　
　
　
　
　
　

国
か
ら
の

市
町
村
国

保
へ
の
財
政
支
援
で
あ
る

「
保
険
者
支
援
金
」「
都

道
府
県
調
整
交
付
金
」
を

背
景
に
、
国
民
健
康
保
険

税
の
引
き
下
げ
を
す
る
自

治
体
が
い
ま
相
次
い
で
い

る
。
こ
の
財
源
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
額
を
削

減
す
る
の
で
は
な
く
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
べ
き
。
ま
た
、
国
保

長
谷
川

長谷川　昭二

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
か

ら
の
赤
字
補

て
ん
繰
入
が
恒
常
化
し
て
い

る
運
営
状
況
な
の
で
、
保
険

税
引
き
下
げ
に
充
て
る
の
で

は
な
く
、
繰
入
の
解
消
に
充

町
長

　
　
　
　
　
　

合
併
か
ら

10
年
、
合

併
自
治
体
に
は
合
併
特
例

債
が
活
用
で
き
た
。
こ
れ

か
ら
段
階
的
に
交
付
税
が

減
額
さ
れ
る
が
、
町
財
政

は
厳
し
く
、
行
財
政
改
革

が
進
ん
で
い
な
い
。
町
の

財
政
状
況
を
考
え
て
い
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。

山
下

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
の

成
果
と
し
て

一
般
会
計
地
方
債
残
高
は

ピ
ー
ク
時
よ
り
15
億
円
減
少

し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金

も
合
併
時
と
比
較
し
て
5
億

3
千
万
増
加
し
て
い
る
。
実

質
交
債
費
比
率
も
最
も
悪
化

し
た
年
度
よ
り
6
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　

今
後
、
全
事
業
棚
卸
の
取

り
組
み
の
中
で
、
引
き
続
き

行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
検
証
を

進
め
る
。

町
長

山下　昭夫

て
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
国
保
の
財
政
運
営
主
体

の
県
一
本
化
は
、
制
度
自
体

が
ま
だ
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
は
国
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
県
と
協
議

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
町
民
の
ご
意
見
を

聞
く
こ
と
や
情
報
提
供
を
し

て
い
く
。

の
財
政
運
営
主
体
の
県
一

本
化
は
、
国
保
税
の
さ
ら

な
る
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。

特定検診のようす

議会だより北栄 36号
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政治・政策

行財政改革

町長 行革プランを検証
財政状況を考えているか



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

認
知
症

　
　
　
　
　
　

米
価
の
下

落
は
、
農

家
に
と
っ
て
大
打
撃
で
あ

る
。

　

生
産
者
の
作
付
け
意
欲

が
低
下
し
、耕
作
放
棄
地
が

増
え
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
え
機

等
の
農
機
は
高
価
な
わ
り

に
年
に
数
回
し
か
使
用
し

な
い
も
の
も
あ
る
。

　

農
機
類
を
町
が
保
有
し

リ
ー
ス
す
る
こ
と
や
、
水

稲
種
子
の
購
入
費
の
支
援

を
考
え
て
は
。

　

町
保
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
申
込
み
が
一
時
期
に

殺
到
し
使
い
勝
手
が
悪
い
。

飯
田

予
備
軍
対
策
が
急
務

町
長

予
防
事
業
で
効
果

　
　
　
　
　
　

認
知
症
患

者
対
策
は

適
切
で
あ
り
、
今
後
は
予

備
軍
対
策
が
急
務
。

　

自
治
会
太
陽
光
の
取
り

組
み
は
説
明
不
足
、
負
の

遺
産
に
な
る
。

阪
本

飯田　正征

阪本　和俊

　
　
　
　
　
　

認
知
症
患
者

数
の
把
握
は

困
難
で
あ
る
が
、
目
安
と
し

て
１
年
間
の
介
護
保
険
認
定

申
請
者
は
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
予
防
事
業
の

効
果
が
表
れ
て
い
る
。
月
４

回
実
施
の
予
防
教
室
を
今
後

町
長

　
　
　
　
　
　

地
域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
高
齢
者

が
地
域
で
自
立
で
き
、
ま

た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
、
介
護
予
防
事
業
が

実
施
さ
れ
成
果
も
上
が
っ

て
い
る
。
今
後
３
カ
年
の

第
６
期
計
画
に
は
、
単
身

高
齢
者
が
増
加
す
る
中

で
、
地
域
か
ら
の
孤
立
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
・
住
民
主
体
で
進
め

る
取
り
組
み
と
は
。

浜
本

　
　
　
　
　
　

高
齢
化
の

ピ
ー
ク
と
な

る
平
成
37
年
度
に
向
け
、
高

齢
者
が
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
し
て

い
く
。
認
知
症
対
策
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
と
取
り
組
み

を
町
が
中
心
と
な
っ
て
い

く
。
地
域
の
自
主
的
で
主
体

的
な
支
え
る
力
で
一
緒
に

や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

町
長

浜本　武代

　
　
　
　
　
　

最
近
農
地

の
ど
真
ん

中
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
発
電
施
設
が
設
置

さ
れ
た
が
、
農
業
振
興
と

の
整
合
性
は
。

　

農
地
へ
の
太
陽
光
発
電

の
設
置
は
、
農
地
の
転
用

許
可
が
必
要
だ
が
、
許
可

さ
れ
た
際
、
隣
地
や
周
辺

農
家
と
の
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。
今
後
、
同
様
案

件
の
対
応
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
会
会
長
に
伺
う
。

津
川

農
地
に
太
陽
光
発
電

農
業
振
興
と
の
整
合
性
は

町
長

調
和
の
と
れ
た
姿
が
望
ま
し
い

津川　俊仁

　
　
　
　
　
　

太
陽
光
発
電

を
設
置
す
る

事
業
者
や
農
地
を
提
供
す
る

地
権
者
は
、
周
辺
農
地
へ
の

影
響
を
十
分
に
配
慮
し
て
ほ

し
い
。
営
農
を
継
続
し
な
が

ら
上
部
空
間
に
太
陽
光
発
電

を
す
る
場
合
、
耕
作
を
目
的

と
す
る
農
地
と
し
て
の
利
用

を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、

特
段
問
題
は
な
い
と
理
解
し

て
い
る
。　

　

同
様
の
案
件
に
つ
い
て
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
な
の

で
、
ま
ず
は
農
業
委
員
会
に

町
長

増
や
し
て
行
き
た
い
。

　

太
陽
光
発
電
設
置
事
業
は

地
球
環
境
保
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
独
自
財
源
を
長
期

間
に
わ
た
り
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て

い
く
。

　
　
　
　
　
　

米
価
下
落
に

加
え
平
成
30

年
産
米
か
ら
経
営
所
得
交
付

金
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
特

に
大
規
模
農
家
な
ど
は
資
金

繰
り
や
経
営
計
画
に
苦
慮
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
品
種
転
換
、

法
人
化
、
販
売
方
法
の
吟
味

な
ど
水
田
経
営
を
根
本
か
ら

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

町
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
現
在

２
台
あ
る
が
、
使
用
時
期
が

重
な
る
た
め
さ
ら
に
必
要
と

考
え
る
。

　

水
稲
種
子
購
入
費
の
支
援

は
検
討
し
た
い
。

町
長

農
委
長

同
意
書
を
条
件
に

　

周
辺
農
家
と
設
置
者
の
間

で
行
き
違
い
や
制
度
の
理
解

の
点
で
摩
擦
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。今
後
は
、説
明
会
を
開
催

し
た
り
、周
辺
土
地
所
有
者

か
ら
の
同
意
書
添
付
を
条
件

と
し
た
い
。

農
業
委
員
会
長

相
談
し
て
ほ
し
い
。

営農型太陽光発電（芝・常用キリンソウ） こけないからだ体操
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福祉農業・産業

第６期計画米価下落

町長 地域の支える力と一緒に町長 支援を検討
地域・住民主体とは対応と支援



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

観
光
産
業
の
活
性
化

　
　
　
　
　
　

旧
北
条
町

の
議
会
議

決
を
、
深
く
理
解
し
て
い

る
と
言
い
な
が
ら
旧
町
民
、

議
会
を
欺
い
た
。
政
治
家

な
ら
姑
息
な
手
段
を
取
ら

ず
に
、
堂
々
と
庁
舎
統
合

を
選
挙
公
約
に
掲
げ
、
選

挙
戦
に
臨
む
べ
き
。
ま
だ

ま
だ
融
和
は
図
ら
れ
て
い

な
い
。
何
人
が
賛
成
を
す

れ
ば
の
意
思
表
示
も
な

く
、
町
民
の
合
意
形
成
を

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

池
田

も
っ
と
積
極
的
に

町
長

周
辺
自
治
体
と
連
携

　
　
　
　
　
　

町
は
観
光

客
の
誘
致

方
法
を
今
ま
で
の
方
針
に

加
え
、
旅
行
会
社
の
意
見

を
聞
き
積
極
的
な
送
客
を

促
す
よ
う
工
夫
す
る
こ
と

が
重
要
で
は
。　

　

年
々
増
加
す
る
訪
日
外

国
人
観
光
客
へ
の
、
町
の

対
応
策
は
。

　

町
内
に
は
団
体
客
の
受

け
入
れ
可
能
な
食
事
場
所

や
、
土
産
物
店
・
宿
泊
施

設
は
な
い
。
誘
客
は
町
単

油
本

池田　捷昭

油本　朋也

　
　
　
　
　
　

旅
行
会
社
か

ら
の
送
客
は

現
在
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
独
占

契
約
の
た
め
、
著
作
権
管
理

上
コ
ナ
ン
を
活
用
し
た
旅
行

商
品
は
残
念
な
が
ら
難
し
い
。

　

ふ
る
さ
と
館
は
既
に
外
国

人
向
け
に
消
費
税
免
税
制
度

を
開
始
。
観
光
案
内
所
や
道

町
長

　
　
　
　
　
　

ジ
ビ
エ
と

は
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
鳥
獣

ま
た
は
そ
の
肉
の
こ
と
。

近
年
食
肉
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
本
町
に
は
ジ
ビ
エ
料

理
を
食
す
る
店
は
な
い
。

地
方
創
生
を
念
頭
に
お
い

た
本
町
で
の
取
り
組
み

は
。
ま
た
、
狩
猟
免
許
は

鳥
獣
に
よ
る
被
害
か
ら
農

作
物
を
守
る
た
め
に
農
家

の
人
々
が
取
得
し
て
来
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
高

斉
尾

　
　
　
　
　
　

北
栄
町
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
連
携
市
町
の
１
つ
と
し
て

生
け
捕
り
捕
獲
の
推
進
や
周

知
体
制
構
築
、
販
路
拡
大
等

の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

狩
猟
免
許
に
つ
い
て
は
新

規
免
許
取
得
者
補
助
金
や
射

撃
練
習
奨
励
金
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

町
長

斉尾　智弘

　
　
　
　
　
　

妻
波
自
治

会
に
昨
年

10
月
か
ら
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
２
名
が
着

任
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

隊
員
を
増
や
す
考
え
だ
と

思
う
が
、
定
住
に
向
け
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の

か
。

　

ま
た
、
お
た
め
し
住
宅

の
完
成
も
、
間
近
と
聞
い

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
み
な
に
周
知
す
る
の

か
。 森

本
移
住
者
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

ど
の
よ
う
な
対
策
を

町
長

で
き
る
限
り
の
支
援
を

森本　真理子

　
　
　
　
　
　

隊
員
も
着
任

し
て
５
か
月

で
あ
り
、
手
探
り
で
活
動
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
相
談
に
応
じ
な

が
ら
定
着
に
む
け
、で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

移
住
者
支
援
だ
け
で
な

く
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登

録
物
件
の
所
有
者
に
購
入
又

は
賃
貸
に
対
し
て
５
万
円
の

町
長

の
駅
大
栄
に
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
設
置
し
、
多
言
語
情
報
を

積
極
的
に
整
備
し
て
い
る
。

　

今
後
も
温
泉
や
宿
泊
施
設

の
あ
る
周
辺
自
治
体
と
連
携

し
て
誘
客
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　

庁
舎
統
合
を

す
る
意
味
、

北
条
地
域
の
振
興
を
図
る
取

町
長

齢
化
が
進
み
、
人
数
も

減
っ
て
き
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
狩
猟
免
許
取
得

に
対
す
る
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
。

り
組
み
を
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
十
分
に
意
見
を
お

伺
い
し
た
う
え
で
、
合
意
形

成
を
図
っ
て
い
く
。

　

ひ
と
つ
の
町
に
庁
舎
は
ひ

と
つ
、
こ
れ
が
本
来
の
姿
で

あ
り
、
合
併
し
て
10
年
が
経

過
し
よ
う
と
す
る
今
、
本
来

の
町
の
姿
に
戻
し
て
い
く
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　

統
合
後
、
北
条
地
域
ま
ち

づ
く
り
振
興
の
た
め
、
充
実

さ
せ
た
公
民
館
機
能
と
、
総

合
窓
口
を
併
せ
も
つ
北
条
支

所
を
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

独
で
は
な
く
県
中
部
が
連

携
し
、
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
行
っ
た
方
が
よ
い
の

で
は
。

奨
励
金
を
交
付
す
る
。
そ
の

他
、
空
き
家
改
修
費
用
補
助

額
の
上
限
を
１
０
０
万
円
に

増
額
す
る
。

　
「
妻
波
お
た
め
し
住
宅
」

は
４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
予

定
。
北
栄
町
の
日
常
を
実
際

に
暮
ら
し
て
み
て
試
し
て
み

る
施
設
で
あ
る
。
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

町内のイノシシ飼育場

コナン駅の快速増便によるセレモニー
妻波おためし住宅

議会だより北栄 36号
平成27年５月 18議会だより北栄 36号

2015年5月19

農業・産業庁舎統合・移住

ジビエ振興と狩猟免許庁舎統合

町長 支援を行っていく町長 丁寧に説明
本町の取り組みは町民の合意形成は



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

監
査
指
摘

　
　
　
　
　
　

❶
生
活
道

路
の
生
コ

ン
舗
装
な
ど
の
維
持
管
理

は
、
自
治
会
等
に
と
っ
て

負
担
が
大
き
く
困
難
だ
。

単
町
補
助
制
度
を
拡
充
す

る
考
え
は
な
い
か
。

❷
土
地
所
有
者
が
誰
で
あ

れ
、
そ
の
道
路
の
用
地
区

分
が
「
公
衆
用
道
路
」
で
、

な
お
か
つ
町
道
基
準
に
合

致
し
て
い
れ
ば
町
道
と
認

定
し
、
町
で
維
持
管
理
す

べ
き
で
な
い
か
。

❸
Ｊ
Ｒ
由
良
駅
前
の
旧
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塀
が
影
響
し
、

田
中

競
争
原
理
に
疑
問

代
監

５
者
指
名
、
４
者
辞
退

　
　
　
　
　
　

入
札
の
目

的
で
あ
る

競
争
原
理
が
は
た
ら
い
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

阪
本

田中　精一

阪本　和俊

　
　
　
　
　
　

今
後
、
誤
解

が
起
き
る
こ

と
が
な
い
よ
う
見
積
・
発
注

の
業
務
を
進
め
、
ま
た
監
査

に
お
い
て
わ
か
り
や
す
い
資

料
の
作
成
と
説
明
を
お
こ
な

う
よ
う
、
一
層
気
を
つ
け
て

い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　

鳥
取
中
央

育
英
高
校

と
北
栄
町
は
「
地
域
探
究

の
時
間
」
推
進
協
約
を
調

印
後
、
お
茶
会
、
高
校
生

議
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

高
校
再
編
が
議
論
さ
れ
て

い
る
中
、
郡
で
唯
一
の
高
校

を
存
続
す
る
た
め
、
地
域

の
魅
力
や
課
題
を
分
析
し
、

地
域
発
展
の
た
め
の
対
策

を
研
究
す
る
こ
の
取
り
組

み
に
ど
う
関
わ
る
の
か
。

町
田

　
　
　
　
　
　

地
域
に
根
差

し
た
高
校
と

し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
高
校
再
編
に
対
し

て
学
校
や
同
窓
会
は
危
機
感

を
持
っ
て
お
り
、
特
徴
を
生

か
し
た
学
校
づ
く
り
の
た

め
、
北
栄
町
の
魅
力
や
課
題

を
分
析
し
、
地
域
発
展
の
た

町
長

町田　貴子

　
　
　
　
　
　

❶
自
治
会

と
し
て

は
、
実
施
し
て
い
る
由
良

川
護
岸
の
草
刈
・
清
掃
作

業
に
関
し
、
管
理
主
体
で

あ
る
県
へ
の
支
援
要
請
や

要
望
は
、
す
べ
て
町
を
窓

口
と
し
て
申
し
入
れ
し
て

欲
し
い
。

❷
清
掃
作
業
で
発
生
し
た

汚
泥
の
最
終
処
分
地
は
、

今
後
と
も
町
で
責
任
を

も
っ
て
確
保
さ
れ
た
い
。

❸
由
良
駅
南
排
水
路
は
屈

曲
し
流
れ
に
く
い
。
バ
イ

パ
ス
水
路
を
２
～
３
本
新

設
し
、
直
接
、
雨
水
排
水

を
前
川
に
流
し
込
む
「
浸

水
防
止
対
策
」
を
実
施
さ

れ
た
い
。

田
中

河
川
・
水
路
の
維
持
管
理

バ
イ
パ
ス
水
路
で
浸
水
対
策

町
長

優
先
順
位
で　

　
　
　
　
　

❶
現
在
も
町

が
窓
口
と
な

り
県
土
整
備
局
へ
要
望
を
し

て
い
る
が
、
今
後
と
も
町
が

窓
口
と
な
り
関
係
住
民
・
自

治
会
と
連
携
の
う
え
、
要
望

等
を
し
て
い
き
た
い
。

❷
今
後
も
汚
泥
最
終
処
分
地

は
、
町
が
責
任
を
持
っ
て
確

町
長

　
　
　
　
　
　

❶
生
活
に
密

着
し
た
私
道

の
改
修
等
に
、
町
道
並
み
の

単
町
補
助
制
度
の
適
用
拡
大

を
検
討
し
た
い
。

❷
基
準
に
合
致
し
て
い
れ

ば
、
認
定
可
能
で
あ
る
。

❸
昨
年
も
県
土
整
備
局
に
、

当
該
地
の
歩
道
拡
幅
要
望
を

し
た
が
、
土
地
の
権
利
関
係

が
複
雑
で
実
現
で
き
て
い
な

い
。
再
度
、
要
望
し
た
い
。

町
長

教委長 ともに推進

め
の
対
策
を
研
究
す
る
。
今

後
５
カ
年
の
「
総
合
戦
略
」

の
策
定
に
も
高
校
生
の
関
わ

り
に
期
待
す
る
。

教
育
委
員
長

代
表
監
査
委
員

　
「
向
ヶ
丘
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
」に
大
栄
小
・
大
栄
中
・

鳥
取
中
央
育
英
高
校
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
上
で
、
北
栄
町
の
歴
史
・

文
化
・
地
域
を
探
究
し
、
高

校
生
の
視
点
、
感
性
で
魅
力

の
掘
り
起
し
、
課
題
の
整
理

を
す
る
。

　

そ
し
て
、
将
来
展
望
に

立
っ
た
提
案
を
通
し
、今
後
、

こ
の
町
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
む
も
の
で
、

と
も
に
推
進
し
て
い
く
。

　

あ
る
業
務
に
お
い
て
５
者

を
指
名
し
た
入
札
前
に
４
者

が
辞
退
。
そ
の
結
果
１
者
と

な
り
入
札
を
中
止
し
、
そ
の

町
長

一
層
気
を
つ
け
て
い
く

県
道
の
歩
道
が
狭
ま
っ
て

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。

者
と
随
意
契
約
し
た
。
別
年

度
は
同
一
の
業
務
を
契
約
す

る
に
当
た
り
、
同
様
の
契
約

が
な
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
こ

と
で
公
正
公
平
な
事
務
が
執

行
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
と
、
意
見
を
付
け
て
報

告
し
た
も
の
。

保
す
る
。

❸
現
在
、
ま
ず
町
道
大
栄
小

中
学
校
線
に
前
川
へ
直
接
接

続
す
る
排
水
路
新
設
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の

排
水
路
も
、
優
先
順
位
を
付

け
て
改
修
す
る
よ
う
考
え
て

い
る
。

排水路が直接前川に接続していない

高校生議会未舗装の生活道路

報告書を提出する監査委員

議会だより北栄 36号
平成27年５月 20議会だより北栄 36号

2015年5月21

教育・監査生活・環境
地域探究の時間生活道路の維持管理

町長 人づくりに期待
町長 基準に合えば

育英高とのかかわり町道に認定は



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術

　
　
　
　
　
　

コ
ナ
ン
通

り
の
両
側

の
耕
作
放
棄
地
の
一
部
を

き
れ
い
な
花
で
整
備
し
、

お
客
様
を
気
持
ち
よ
く
迎

え
た
い
。

　

早
急
に
地
権
者
の
方
の

協
力
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
力
で
花
を
植
え
き

れ
い
な
コ
ナ
ン
通
り
が
急

が
れ
る
。

浜
本

「
助
成
制
度
」の
創
設
は

町
長

助
成
を
行
う
方
向

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年

改
正
動
物

愛
護
管
理
法
が
施
行
さ
れ

た
。
罰
則
の
強
化
と
と
も

に
飼
い
主
や
動
物
取
扱
業

者
に
お
い
て
動
物
が
命
を

終
え
る
ま
で
面
倒
を
見
る

終
生
飼
養
の
努
力
義
務
を

課
し
て
い
る
。
最
近
は
飼

い
主
の
モ
ラ
ル
低
下
や
マ

ナ
ー
の
悪
化
な
ど
苦
情
も

多
く
な
っ
て
い
る
。
動
物

愛
護
と
適
正
飼
養
に
つ
い

て
町
報
な
ど
で
広
く
普
及

斉
尾

浜本　武代

斉尾　智弘

　
　
　
　
　
　

広
報
ほ
く
え

い
を
使
っ
た

方
法
も
含
め
効
果
的
な
方
法

に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　

避
妊
・
去
勢
手
術
へ
の
助

成
は
県
内
で
は
倉
吉
市
が

行
っ
て
い
る
。
同
様
の
助
成

を
行
う
方
向
で
進
め
た
い
。

補
正
予
算
に
よ
る
事
業
実
施

も
視
野
に
入
れ
、
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
議
会
へ
提
案
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

い
よ
い
よ

27
年
度
、

由
良
宿
団
地
の
設
計
が
始

ま
り
、
由
良
宿
団
地
の
建

て
替
え
が
進
も
う
と
し
て

い
る
。そ
の
設
計
計
画
と
、

用
途
廃
止
と
な
る
住
宅
の

居
住
者
の
対
応
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

津
川

　
　
　
　
　
　

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階

建
て
で
、
全
60
戸
、
駐
車
場
、

駐
輪
場
、
物
置
、
ご
み
置
き

場
、
集
会
所
を
予
定
し
て
い

る
。

　

平
成
28
年
度
に
第
１
期
工

事
と
し
て
町
営
プ
ー
ル
跡
地

に
１
棟
・
18
戸
。
第
２
期
工

事
と
し
て
由
良
こ
ど
も
園
北

側
に
１
棟
・
24
戸
を
、
第
３

期
工
事
と
し
て
１
棟
目
と
２

棟
目
の
間
に
１
棟
・
18
戸
を

予
定
し
て
い
る
。　

　

用
途
廃
止
と
な
る
向
山
団

地
、
中
央
団
地
の
入
居
者
に

対
し
て
は
、説
明
会
を
し
て
、

今
後
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

津川　俊仁

　
　
　
　
　
　

コ
ナ
ン
通
り

は
、
観
光
客

に
は
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
観
光

地
の
一
部
で
あ
る
。
耕
作
放

棄
地
の
雑
草
繁
茂
は
、
北
栄

町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な

る
。

　

農
地
所
有
者
が
管
理
困
難

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
景

観
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

検
討
す
る
。

町
長

啓
発
を
行
う
べ
き
。
ま
た

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ

「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う

気
持
ち
だ
け
で
餌
を
あ
げ

後
の
面
倒
は
見
な
い
。
こ

れ
で
は
不
幸
な
猫
を
増
や

す
だ
け
で
、
問
題
の
解
決

に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
は
避
妊
・
去
勢
手
術

を
行
う
こ
と
が
最
も
有
効

な
手
段
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
保
護
器
の
貸
し
出
し

等
を
含
め
た
町
独
自
の

「
助
成
制
度
」
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
。

【平成26年12月定例会】
　　　　�胃がんになる確率を低く出来るピロリ菌の除菌

のための検査を、中学校卒業までに実施を。
　�　　　�実施できるよう、関係機関と相談、調整をして

いく。

斉尾

町長

中学生にピロリ菌検査を

追跡 あの質問は
どうなった?

27年度からの実施が決定!!
お　詫　び

　平成27年２月発行「議会だより35号」の12ペー
ジと17ページの前田議員の一般質問に対する町長
答弁に誤りがありました。ご迷惑をおかけしたこ
とをお詫びし、訂正いたします。

議員と自由に意見交換しませんか？
対象：自治会、団体、グループ等
期日：６月から７月までの間で希望の日
内容：町政・町議会に関すること
場所：希望にあわせて調整
締切：５月25日（月）※１次締め切り
　　　その後も随時受け付けます。
申込・問合：議会事務局37-2445

出前座談会の
申込を受付中！

⃝12ページ　住民アンケート
誤　考えていない➡正　検討したい。

⃝17ページ　土地総額・単価
誤　１億546万円・7,400円
　　　　 ⬇
正　９億2343万円・65,000円

由良宿団地

議会だより北栄 36号
平成27年５月 22議会だより北栄 36号

2015年5月23

生活・環境生活・環境

由良宿団地コナン通り

町長 鉄筋コンクリート３階建、全60戸町長 大切な観光地の一部
設計計画、建設手順は歩きたくなる通りに



第５弾!!突撃!
インタビュー
～次代を担う子どもたち～

大栄・北条　中学校卒業式3
10

インタビュー項目
1学校生活の思い出は
2今、頑張っていることは
3町に望むことは
4北栄町の好きなところは
5家族に一言

長
は

谷
せ

川
が わ

　柊
しゅう

太
た

さん（西高尾）
1部活（野球）
2勉強
3もっと遊べるところ。

4環境
5今までありがとうご
ざいました。

仲
なか

　宏
こ う

典
す け

さん（由良宿２区）
1野球の大会でホーム
ランが打てたこと。

2高校の野球部に行く
ので、トレーニング
に頑張っている。

3 街灯をもっとつけ、
明るくしてほしい。

4ゆらや食堂のラーメン
5 15年　ありがとうご
ざいました。（寮生活
になります。）応援よ
ろしくお願いします。

1運動会
2英語
3もっと北栄町をPRし
てくれ。

4自然が多い。

5今までありがとうござ
いました。これからも
苦労や迷惑をかけるか
もしれませんが、よろ
しくお願いします。

永
なが

田
た

　柊
しゅう

人
と

さん（東園）

1 文化祭（最後のコン
クールで金賞がとれ
たこと）

2部活と勉強の両立
4自然が豊か
5中学３年間ありがとう。

福
ふく

光
み つ

　泉
いずみ

さん（大島）

山
や ま

﨑
さ き

　雅
ま さ

也
や

さん（曲）
1文化祭でのグランプ
リに輝いたこと。

2卓球

3若者が行ける所
（ショッピングモール）
4レークサイド
5 感謝、ありがとうご
ざいます。

1文化祭での合唱がす
ばらしく、感動した。

2勉強
3現状でよい。

4色々な食べ物があっ
ておいしい。

5ありがとう。

休
やす

場
ば

　涼
りょう

さん（国坂東）

宮
み や

内
う ち

　大
だ い

地
ち

さん（下種）（左から２人目）
1運動会
2英語と苦手な数学に
も頑張っている。

3外国人がもっと来や
すい町。

4 自然がいっぱい。青
山剛昌ふるさと館の
ようなにぎやかな所。

5 ３年間ありがとう。
迷惑かけるけど、こ
れからもよろしく。

1文化祭の合唱で金賞
をもらったこと。

2書道
3今のままでよい。

4人と人とのつながり
が強い。

5これからもよろしく。

河
かわ

本
も と

　悠
ゆ う

希
き

さん（大谷） アポなし

齋
さい

尾
お

　亜
あ

美
み

さん（国坂浜）
1 文化祭でのアカデ
ミー賞

2勉強
3ショッピングモール

4地域の人がやさしい。
5 ありがとう、これか
らもよろしく。

吉
よし

岡
お か

　愛
あ

望
み

さん（国坂浜）
1文化祭でアカデミー
賞がとれたこと。

2勉強
3ショッピングモールなど

4コナンのまち
5 ありがとう、今後も
よろしく。

議会だより北栄 36号
平成27年5月 24議会だより北栄 36号

2015年5月25



西
さい

東
と う

　なごみさん（西園）
1大栄小40周年の時の綱
引きがおもしろかった。

2勉強
3もっとにぎやかな町
になってほしい。

4お台場近くに施設が
いろいろあっていい。

5これからもよろしく。

小
お

倉
ぐ ら

　凪
な ぎ

人
と

さん（六尾）
1修学旅行
2卓球
3遊ぶところ

4自然が多い。
5毎日ありがとう。

佐
さ

々
さ

木
き

　大
た い

成
せ い

さん（由良宿２区）
1運動会の組体操
2将棋
3今のままの北栄町が
好き。

4スイカがおいしい。
5これからもよろしく
お願いします。

1運動会で応援団長を
して頑張ったこと

2勉強
3もっとコナンのまん
がを有名にして広め
ていきたい。

4香味徳のラーメンが
大好き。

5６年間いろいろあっ
たけど、育ててくれ
てありがとう。

大
おお

西
に し

　柊
しゅう

哉
や

さん（大谷）

1修学旅行
2勉強

4スイカ
5ありがとうございま
した。

南
なん

場
ば

　有
ゆ う

登
と

さん（六尾）

1修学旅行が楽しかった。
2勉強
3明るい北栄町

4おいしいものがたく
さんある。（スイカ）

5これからもよろしく。

竹
たけ

歳
と し

　瑞
み ず

香
か

さん（妻波）

～次代を担う子どもたち～

北条・大栄　小学校卒業式3
19

インタビュー項目
1学校生活の思い出は
2今、頑張っていることは
3町に望むことは
4北栄町の好きなところは
5家族に一言

平
ひら

田
た

　勇
ゆ う

斗
と

さん（大島）
1大栄小創立40周年に
おとなの楽しめる出
し物を作ったこと。

2勉強

3店が多くほしい。
4名産物が多い。（スイ
カ、長いも、ラッキョウ）

5これからもよろしく。

1スポーツ少年団で頑
張ったこと（野球）

2勉強

3 人が増えて、にぎや
かになること。

4風力発電
5 12年間ありがとう。

仲
なか

倉
く ら

　慈
じ

玄
げ ん

さん（松神）

井
い の

上
う え

　華
か

恋
れ ん

さん（国坂浜）
1広島への修学旅行
2ダンス
3にぎやかな町へ

4ブドウ
5ありがとう

1広島修学旅行
2サッカー
3ショッピングモール

4自然がいっぱい
5 12年間ありがとう

桝
ます

田
だ

　竜
りゅう

司
じ

さん（西新田場）（左端）

議会だより北栄 36号
平成27年5月 26議会だより北栄 36号

2015年5月27



倉吉信用金庫由良支店（由良宿１区）日置黙仙禅師墓所（北条島）
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鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
、
コ
ナ

ン
駅
（
由
良
駅
）
に
快
速
列
車
増

便
と
今
年
は
北
栄
町
が
「
コ
ナ
ン

の
ふ
る
さ
と
」
ら
し
く
充
実
し
て

い
ま
す
。

　

コ
ナ
ン
像
も
庁
舎
前
に
５
年
ぶ

り
に
設
置
。
ま
た
「
大
栄
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
」「
出
会
い
の

広
場
」
の
壁
面
に
も
登
場
、
コ
ナ

ン
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
自
動
車
２

台
と
な
ん
と
う
れ
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
町

民
の
み
な
さ

ま
も
足
を
運

ん
で
く
だ
さ

い
。

��

浜
本　

武
代

編

後
集

記

発
行
責
任
者

　

議　

長　

井
上
信
一
郎

編
集

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

宮
本　

幸
美

　
副
委
員
長　

斉
尾　

智
弘

　
　
　
　
　

油
本　

朋
也

　
　
　
　
　

森
本
真
理
子

　
　
　
　
　

田
中　

精
一

　
　
　
　
　

浜
本　

武
代

知っとんなる？こんな北栄

議
会
だ
よ
り北
栄

　

Ｊ
Ｒ
由
良
駅
か
ら
真
っ
す
ぐ
北
方
面
に
進
み
、
県
道
を
横

断
し
約
１
０
０
ｍ
歩
く
と
、
右
側
に
倉
吉
信
用
金
庫
由
良
支

店
は
あ
る
。

　

昭
和
35
年
３
月
に
新
築
移
転
し
、
築
56
年
を
迎
え
る
２
代

目
店
で
あ
る
。
初
代
の
由
良
支
店
は
、
昭
和
31
年
１
月
、
現

店
舗
か
ら
さ
ら
に
１
０
０
ｍ
北
寄
り
の
由
良
宿
内
の
大
通
り

に
開
設
さ
れ
た
。
店
舗
の
内
外
装
は
や
や
古
め
か
し
く
な
っ

た
が
、
レ
ト
ロ
感
満
喫
の
心
癒
さ
れ
る
「
ク
ラ
シ
ン
」
と
し

て
、
宿
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
バ
リ
バ
リ

の
現
役
店
と
し
て
、
営
業
を
続
け
て
い
て
ほ
し
い
。

　

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
貫
首
、
曹
洞
宗
管
長
を
務
め
た
黙

仙
は
、
下
北
条
村
字
島
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
風
呂
敷
を

袈
裟
に
見
立
て
、合
唱
読
経
の
真
似
事
を
し
て
い
た
と
い
う
。

出
家
後
の
黙
仙
は
、
寺
院
、
宗
門
経
営
の
才
能
と
、
非
凡
な

交
際
家
と
し
て
の
人
徳
を
発
揮
し
、
荒
廃
し
た
丹
波
円
通
寺

を
復
旧
さ
せ
た
。
そ
の
手
腕
を
買
わ
れ
た
黙
仙
は
、
遠
州
可

睡
斎
の
復
興
を
任
さ
れ
、
見
事
に
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
後
、

全
国
に
12
か
寺
を
開
山
し
、
こ
う
し
た
功
績
を
も
っ
て
、
黙

仙
を
「
稀
代
の
経
営
者
」
と
評
す
る
人
も
い
る
。

　

黙
仙
の
活
動
の
場
は
、国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
へ
も
お
よ
び
、

54
歳
の
時
に
タ
イ
へ
赴
い
た
の
を
皮
切
り
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や

イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
と
東
奔
西
走
の
活
躍
を
し
て
い
た
。

双子 ちゃんかわいい
新木　智

とも

大
ひろ

くん・雅
まさ

大
ひろ

くん
（12歳・国坂中団地）（左） （右）

藤原　海
かい

都
と

くん・佳
か

奈
な

海
み

さん
（15歳・東園浜）（左） （右）

　智大くんは将来、プロのサッカー選手に、雅大
くんは医者になりたいそうです。保護者の方から
は、失敗を恐れず前向きに人の心を思いやれる中
学生になってほしいとのことでした。

　海都くんは将来、車の設計をする技術者に、佳
奈海さんは薬剤師になりたいそうです。保護者の
方からは、悔いのない人生を歩んでほしいとのこ
とでした。

掲載双子ちゃん募集中

掲載双子ちゃん募集中

掲載双子ちゃん募集中
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